
◎
論

説

洋
の
キ
リ
ス
ト
教

東
洋

に
お
け
る
プ

ロ
テ
ス
タ

ン
ト
伝
道
と
印
刷

美
華
書
館
(
ア
メ
リ
カ
長
老
会
印
刷
所
)
を
中
心
に

宮
坂

弥
代
生

…

　
・

は
じ
め
に

印
刷
技

術
発
祥

の
地
と
い
わ
れ
る
中
国
で
は
、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク

が
金
属
活
字

で

『
四
十
二
行
聖
書
』
を
印
刷
す
る
よ
り
前
に
活
字
を

発
明
し
て
い
た
が
、

一
九
世
紀
ま
で
は
主
に
、
版
木

(文
字
を
彫

っ

た
板
)
を
用

い
て
印
刷
す
る
木
版
印
刷
で
書
物

の
印
刷
を
行

っ
て
い

た
。
朝
鮮

半
島

で
は
銅
活
字

に
よ
る
印
刷
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
産

業
と
し
て
発
展
す
る
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
日
本
で
も
イ
エ
ズ
ス
会
宣

教
師
が
西

洋

の
印
刷
技
術
を
導
入
し
、

い
わ
ゆ
る

「き
り
し
た
ん

版
」

の
印
刷
を
行

っ
た
も
の
の
、
技
術
は
定
着
し
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら

の
国
々
で
金
属
活
字
に
よ
る
近
代
的
な
活
版
印
刷
が
行
わ

れ
る
よ
う

に
な

っ
た
の
は
、

一
九
世
紀
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
技
術
導
入
に
は
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
が
布
教
す
る
土
地

の

言
葉

に
翻
訳
し
た

『聖
書
』
や
布
教
に
必
要

な
書
物
を
印
刷
す
る
た

め
に
、
中
国
に
開
設
し
た
印
刷
所
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
が
文
書
伝
道
を
重
視

し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
お
り
、
東

ア
ジ

ア
地
域
は
宣
教
師
が
出

版
し
た
書
物
を
通
じ

て
、
キ
リ
ス
ト
教

の
み
な
ら
ず
欧
米

の
学
問

・
文
化
を
摂
取
し
た

が
、
同
時
に
そ
れ
ら
の
書
物
を
印
刷
す
る
た
め
の
技
術
も
受
容
し
た

の
で
あ
る
。
印
刷
史
研
究

の
中

で
宣
教
師

の
開
設
し
た
印
刷
所
は

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン

・
プ

レ
K
J
(M
issio
n
P
ress)
と
呼
ば
れ
、
近
年
少

し
ず

つ
研
究
が
進
ん
で
い
る
。

本
稿
は
、
近
代
中
国
に
お
け
る
プ

ロ
テ

ス
タ

ン
ト
宣
教
師

の
印

刷

・
出
版
活
動
の
研
究
が
、
印
刷
史
研
究
者

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
ま
ず
跡
づ
け
、
次
い
で
ミ
ッ
シ
ョ
ン

・
プ
レ
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ス

の
中

で

も
特

に

、

ア

メ

リ

カ

長

老

会

の
宣

教

師

に
よ

っ
て
中

国

に

開

設

さ

れ

、

日
中

両

国

の
印

刷

・
出

版

業

に

大

き

な

影

響

を
与

え

た

美

華

書

館

(A
m
e
rica
n
P
re
sb
y
te
ria
n
M

is
sio
n
P
re
ss
)

に
関

し

て
、

新

出

史

料

に
基

づ

い
て

新

た

な

知

見

を

加

え

る
も

の

で
あ

る
。

在
華
ミ
ッ
シ
ョ
ン

・
プ
レ
ス
開
設
の
歴
史
と

印
刷
史
研
究

初
め

に
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
の
中
国
伝
道

に
伴
う
出
版
活

動
と
、

そ
れ
ら
に
関
す
る
近
年

の
研
究
動
向

に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と

め
て
お

き
た
い
。

一
八
世
紀
末
か
ら

一
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
中
国
伝
道
を
志
し
た

宣
教
師

た
ち
は
、
当
時
は
ま
だ
中
国
入
国
が
難
し
か

っ
た
た
め
伝
道

の
足
が

か
り
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア
各
地
で
中
国
語

の
習
得
に
励
み
な

が
ら

『聖
書
』
を
中
国
語
に
翻
訳
し
、
そ
の
成
果
を
出
版
し
よ
う
と

考
え
た
。

し
か
し
、
文
字
の
数
が
数
十
文
字

の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
言
語
に
比
べ
、

中
国
語

は
何
千
何
万
と

い
う
文
字

(漢
字
)
を
持

つ
言
語
で
あ
る
。

日
常
的

に
使
わ
れ
る
文
字
だ
け
で
も
千
は
下
ら
ず
、
多
く
の
字
母
を

揃
え
な
け

れ
ば
書
物
の
出
版
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
上
、
漢
字
は

筆
画
も

多
く
複
雑
な
形

を
し
て
い
る
た
め
、
漢
字
活
字

の
製
作

に

は
、
相
当

の
準
備
と
初
期
投
資
が
必
要
で
あ

っ
た
。
宣
教
師
た
ち
は

当
初
、
中
国

の
伝
統
的
な
印
刷
技
術
で
あ
る
木
版
印
刷
も
併
用
し
な

が

ら

、

セ

ラ

ン

ポ

ー

ル

の

バ

プ

テ

ィ

ス

ト

派

の

印

刷

所

(q。
・
旨
∋

で
。
器

M

issio
n

P
re
ss
)
、

襖

門

の

東

イ

ン

ド

会

社

の

印

刷

所

(↓
冨

H

o
n
o
ra
b
le

E
a
st
I
n
d
ia
C
o
m
p
an
y
's
P
re
ss
)
、

ロ

ン

ド

ン

伝

道

会

が

マ

ラ

ッ

カ

に

開

設

し

た

英

華

書

院

の

印

刷

所

(き

αq
す

O
露
蕊

・゚。

P
ress)
な
ど

で
中
国
語
書
籍

の
出
版
を
行

っ
た
。
以
上

の
よ
う
な

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
漢
字
活
字

の
研
究
と
開
発
に
つ
い
て
は
、
鈴

木
広
光

「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
漢
字
活
字

の
開
発

そ
の
歴
史
と

ム　
　

背
景
」
に
詳
し
い
。

宣
教
師
が
中
国
入
国
を
許
さ
れ
る
の
は
、

一
八
四
二
年

の
南
京
条

約
締
結
後
で
あ
る
が
、
宣
教
師
の
密
か
な
入

国
や
伝
道
活
動
は
す
で

に
そ

の
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
海
外
伝
道

会

の
開

設

し

た

ア

メ
リ
is
伝

道

会
書

館

(A
m
erican
B
o
ard
of

C
om
m
ission
ers
fo
r
F
o
reign
M
ission
P
res
s)
は

一
八
三
〇
年
代
前

半
か
ら
す

で
に
広
州
で
出
版
活
動

を
行

っ
て
い
る
。
し
か
し

ミ
ッ

シ
ョ
ン

・
プ

レ
ス
が
相
次

い
で
開
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
外

国
人

へ
の
内
地
開
放
と
キ
リ
ス
ト
教
布
教

の
自
由
が
認
め
ら
れ
た
北

京
条
約

(
一
八
六
〇
年
)
締
結
以
降
で
あ
る
。
い
つ
ど
こ
で
誰
が
印

刷
所
を
開
設
し
、
ど
の
よ
う
な
出
版
物
を
印
刷
し
て
い
た
か
を
知
る

た
め
に
は
、
葉
再
生

「現
代
印
刷
出
版
技
術

的
伝
入
与
早
期
的
基
督

す
む

教
出
版
社
」
、
『中
国
印
刷
近
代
史

初
稿
』

「第
三
章

近
代
印
刷

ムヨ
　

術
的
伝
入
与
発
展
」
が
有
用
で
あ
る
。
在
華

ミ
ッ
シ
ョ
ン

・
プ

レ
ス

の
活
動
が
網
羅
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
全
体
像
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

Igo



す
で
に

こ
の
よ
う
な
研
究
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

"清
末
以
降
、
近
代
的
な
活
版
印
刷
技
術
は
、
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師

と
ミ
ッ
シ

ョ
ン

・
プ

レ
ス
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
"
と
い
う
評
価

は
、
中
国

の
印
刷
史
研
究
者
の
間
に
定
着
し
て
い
る
。
宣
教
師
や
印

刷
所
を
個
別

に
取
り
上
げ
た
研
究
と
し
て
は
、
何
凱
立

『基
督
教
在

ハ
ぐ
　

華
出
版
事
業

(
一
九

一
ニ
ー

一
九

四
九
)』
、
蘇
精

『
馬
礼
遜
与
中
文

ムら
　

印

刷

出

版

』

な

ど

が

あ

る
。

前

者

は
、

広

学

会

(O
臣

。゚ユ
§

ζ

丙。
「等

lu
re
S
o
c
ie
ty
fo
r
C
h
in
a
)
.
青

年

協

会

I[IC

(A
ss
o
c
ia
tio
n
P
re
ss
)

の
活

動

と

、

欧

米

各

国

の
聖

書

協

会

が
中

国

で
行

っ
た
出

版

事

業

に

つ

い

て

考

察

し

た

も

の

で
、

後

者

は
、

ロ

バ

ー

ト

・
モ

リ

ソ

ン

(R
o
b
e
rt
M

o
r
ris
o
n
)
S
出

版

活

動

に
焦

点

を

当

て

た

研
究

で

あ

る

。

日
本

人

研

究

者

へ
目

を

移

す

と

、

近

年

の
印

刷

史

研

究

は
、

こ
れ

ま

で

あ

ま

り

用

い

ら

れ

な

か

っ
た
宣

教

師

の
記

録

I
l

宣

教

師

が

出

版

し

た
定

期

刊

行

物

、

本

国

に
送

っ
た

報

告

書

・
書

簡

、

伝

道

活

動

を
記
録
出
版
し
た
書
物
等
1

か
ら
宣
教
師
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン

・
プ

レ

ス
の
活
動
を
再
検
討
す
る
よ
う
に
な
り
、
研
究

の
新
し
い
可
能
性
と

方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
広
光

「中
国
プ

ロ
テ
ス
タ

ン
ト
活

ハ　
　

版
印
刷
史

料
訳
稿

」
上

・
下
は
、
C
h
in
ese
R
ep
ository
に
掲
載

さ
れ

た
漢
字

の
金
属
活
字
製
作
に
関
す
る
記
事
を
訳
出
し
た
も
の
で
、
各

記
事

に

は
簡
単

な
解

説
と
訳
注

が
付

さ
れ

て
お
り
、
前
掲

論
文

「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
漢
字
活
字

の
開
発
」
と
と
も
に
プ

ロ
テ
ス

タ

ン
ト
宣

教
師

の
漢
字
活
字
製
作
過
程

の
詳
細

に
迫

る
も

の
で
あ

る
。

鈴
木
氏
以
外

の
研
究
は
、
美
華
書
館
に
関

す
る
も
の
が
多
い
。
そ

れ
は
、
日
本
活
版
印
刷
業
の
祖
と
称
さ
れ
る
本
木
昌
造
が
、
美
華
書

パ
フ
　

館

の
責
任
者
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ギ
ャ
ン
ブ
ル

(W
ill
iam
G
am
b
le
)
を

長
崎

に
招
聰
し
て
印
刷
技
術
を
学
ん
だ
こ
と

か
ら
、
「ど
の
よ
う
な

技
術
が
美
華
書
館

(ま
た
は
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ギ
ャ
ン
ブ

ル
)
か
ら
本

木
昌
造

に
伝
え
ら
れ
た
の
か
」
と

い
う
テ
ー

マ
が
、
日
本
の
印
刷
史

研
究

の
大
き
な
関
心
と
な

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
美
華
書
館

は
、
日
本
で
伝
道
活
動
を
行

っ
て
い
た
宣
教

師
か
ら
の
印
刷
依
頼

に

も
応
じ
て
お
り
、

ヘ
ボ

ン

(旨
ρ

H
ep
bu
rn
)
『和
英
語
林
集
成
』
、

ブ
ラ
ウ

ン

(°。
°
R
.
B
row
n
)
『
日
英
会
話
篇
』

が
印
刷
さ
れ
た
印
刷

所

で
も
あ
り
、
在
華
ミ
ッ
シ
ョ
ン

・
プ

レ
ス
の
中
で
は
日
本
と
の
関

わ
り
が
最
も
深

い
印
刷
所
と
い
え
る
。

美
華
書
館
と
ギ
ャ
ン
ブ

ル
に
関
し
て
は
、
小
宮
山
博
史
氏

の
研
究

が
挙
げ
ら
れ
る
。
小
宮
山
氏

は
、
出
版
物

・
活
字
見
本
帳

・
漢
字
活

字
等

の
比
較
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
最
初
の
活
字
サ
イ
ズ
は
美
華
書

館

の
活
字
サ
イ
ズ
と
同
じ
で
あ
る
と
し
、
鯨
尺
を
も
と
に
本
木
昌
造

が
作

っ
た
と
い
う
こ
れ
ま
で
の

一
般
的
な
認
識
を
改
め
た
。
美
華
書

館
に
関
す
る
小
宮
山
氏
の
研
究
成
果
は
、
「活
字
書
体
ー

中
国
か

　　
　

ら

の
導

入

と

改

刻

」

に

ま

と

め

ら

れ

て

い

る
。

ま

た

後

藤

吉

郎

・
横

溝

健

志

両

氏

は

一
九

九

九

年

に
行

っ
た

米

国

フ

ィ

ラ

デ

ル

フ

ィ

ア

の

lug(
老

派

歴

$
(
協

会

(T
h
e
P
re
sb
y
te
ria
n

H
isto
ric
a
l,

S
o
c
ie
ty
)

で

の

三

日

間

の
史

料

調

査

の
成

果

を

『
デ

ザ

ム　
　

イ
ン
学
研
究
』
に
掲
載
し
て
い
る
。
協
会
所
蔵
の
書
簡
か
ら
、
本
木
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昌
造
が
美
華
書
館

の
印
刷
機
と
設
備
を
購
入
す
る
た
め
に
四
〇
〇
〇

ド
ル
の
支
払

い
を
約
束
し
て
い
た
こ
と
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
が
本
木

に
技

術
講
習
を
行
う
直
前
に
美
華
書
館
を
辞
職
し
て
い
る
原
因
は
、
同
じ

長
老
会
派
宣
教
師

の
フ
ァ
ー
ン
ハ
ム

9

竃
゜
F
arn
h
am
)
と

の
対
立

で
あ

っ
た

こ
と
等
を
明
ら
か
に
し
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
が
長
崎
で
本
木

に

技
術
指
導

を
行
え
た
の
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
辞
職
時
期
と
本
木

の
招

聰
時
期
が
偶
然

一
致
し
た
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

以
上

の
こ
と
か
ら
ま
と
め
る
と
、
日
本
に
お
け
る
ミ

ッ
シ
ョ
ン

・

プ

レ
ス
に
関
す
る
研
究

は
、
日
本

の
活
版
印
刷
史
研
究
と
密
接
な
関

わ
り
を
持

ち
、
前
述
し
た
中
国

・
台
湾
の
研
究
者
の
研
究
は
、
キ
リ

ス
ト
教
伝

道
史
と
も
関
連
付
け
な
が
ら
宣
教
師
の
出
版
活
動
を
考
察

し
て
い
る
。
し
か
し
ど
ち
ら
に
し
て
も
ま
だ
個
別
研
究
が
開
始
さ
れ

た
段
階
で
、
全
体
を
総
合
的
に
考
察
で
き
る
ま
で
に
は
至

っ
て
い
な

い
。
幸

い
な
こ
と
に
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
の
活
動
記
録
は
、
各

派

の
本
部

や
史
料
館

に
保
存
さ
れ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な

い
。
そ

れ
ら
の
史
料
を
利
用
し
た
研
究
を
今
後
も
継
続
し
、
成
果
を
蓄
積
し

て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

上
海
美
華
書
館
の
所
在
地

e

美
華
書
館
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か

こ
こ
か

ら
は
、
美
華
書
館

(
ア
メ
リ
カ
長
老
会
印
刷
所
)
に
つ
い

て
取
り
上
げ
、
新
史
料
に
基
づ
い
て
新
た
な
知
見
を
加
え
て
い
き
た

い

。美
華
書
館
は

一
八
四
四
年
、
華
英
校
書
房

と
い
う
名
称

で
懊
門
に

開
設
さ
れ
た
。
翌
年

の

一
八
四
五
年
に
寧
波

に
移
転
、
名
称
を
華
花

ム
い

　

聖

経

書

房

と

し

、

そ

の

後

一
八

六

〇

年

に

上

海

へ
移

転

し

て

美

華

書

館

と

い

う

名

称

に

な

っ

た

。

美

華

書

館

に

関

す

る

基

本

文

献

は

、

美

華

書

館

の

責

任

者

で

あ

っ

た

ギ

ル

バ

ー

ト

・

マ

ッ

キ

ン

ト

ッ

シ

ュ

(G

ilb
e
r
t
M

c
I
n
to
sh
)

が

ま

と

め

た

以

下

の

三

冊

で

あ

る

。

T
h
e
M

iss
io
n
P
ress
in

C
h
in
a
:
B
ein
g
a
J
u
b
ilee
R
etro
sp
ect
of
th
e

A
m
er
ica
n

P
resby
ter
ia
n

M

ission

P
r
ess,
w
ith

S
k
etch
es
of

O
th
er

M

issio
n
P
resses
in

C
h
in
a
,
a
s
w
ell
a
s
A
cco
u
n
ts
of

th
e
B
ib
le
a
n
d

T
ra
ct

S
o
ciet
ies

a
t

W
o
rk

in

C
h
in
a
,

S
h
an
g
h
a
i:

A
m

e
ric
a
n

P
re
sb
y
ter
ia
n

M

issio
n

P
r
es
s,
1
8
9
5
°

(
以

下

『
五

十

年

史

』

と

す

る

)

N

f
l
M

issio
n

P
ress
S
ex
a
g
e
n
a
ry
:
G
iv
ing

a
B
rief

S
k
e
tc
h
of

S
ix
ty

Y
ea
rs
of

th
e
f
lm
er
ica
n

P
resby
ter
ia
n

M

issio
n

P
ress,
S
h
a
n
g
h
a
i,

C
h
in
a
,

1
8
4
4
-
1
9
0
4
,

S
h
a
n
g
h
a
i:

A
m
e
ric
a
n

P
re
sb
y
te
r
ia
n

M

issio
n

P
re
ss
,
1
9
0
4
.

(
以

下

『
六

十

年

史

』

と

す

る

)

S
ep
tu
ag
en
a
ry

of

th
e
P
resby
ter
ia
n

M

issio
n
P
re
ss,
S
h
a
n
g
h
a
i:

A
m
e
ric
a
n

P
re
sb
y
te
ria
n
M

issio
n

P
re
ss,
1
9
1
4
.

(
以

下

『
七

十

年

史

』

と

す

る

)

ω

②

③

は

そ

れ

ぞ

れ

、

印

刷

所

の

五

十

年

、

六

十

年

、

七

十

年

を

記

念

し

て

編

纂

さ

れ

た

、

今

で

い

う

と

こ

ろ

の

社

史

や

記

念

誌

に

当
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た
る
も

の
で
あ

る
。
美
華
書
館

の
歴
史
と
活
動
を
中

心
に
、
他

の

IJf
ッ
シ
ョ
ン

・
プ

レ
ス
や
聖
書
協
会

の
活
動
に

つ
い
て
も
紙
幅
が
割

か
れ
、
当

時
の
プ

ロ
テ
ス
タ

ン
ト
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
出
版
活
動
を
概
観

で
き
る
。

上
海
移

転
後

の
美
華
書
館
は
四

つ
の
地
点

で
活
動
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
三
冊
の
史
料
に
所
在
地

(住
所
)

へ

の
言
及
は
少
な
く
、
文
献
や
当
時
を
知
る
人
の
回
想
に
も
異
同
が
あ

　
け
　

る
。
先
行

研
究
に
基
づ
い
て
所
在
地
の
変
遷
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と

以
下
の
よ
う
に
な
る
。

一
八
六
〇
年

一
八
六

二
年

一
八
七
五
年

一
九
〇

二
～
三
年

一
九
三

一
年

し
か
し

こ
れ
ら
の
住
所
が
特
定
さ
れ
て
も
、

地
点

で
あ

る
か
を
特
定
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

所
は
時
代

に
よ

っ
て
変
わ

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、

は
当
時
の
地
図
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
。

資
料
も
用

い
て
上
海

に
お
け
る
美
華
書
館
の
所
在
地
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

上
海
移
転
当

時

の
場
所
は
不
明

(「南
門
外
」
、

「虹
口
」
と
い
う
説
も
あ
り
)

ムに
　

小
東
門
外
十
六
舗
に
移
転

北
京
路
十
八
号
に
移
転

(
「北
京
路
清
遠
里
口
第

十
五
号
」
と
い
う
説
も
あ
り
)

北
四
川
路

=
二
五
号
に
新
工
場
建
設

(北
京

路
十
八
号
も
継
続
し
て
使
用
)

閉
鎖

そ
れ
が
上
海
の
ど
の

番
地
が
示
す
場

地
点
の
特
定

そ
こ
で
次
項
か
ら
は
地
図

口

虹
口
か
ら
小
東
門
外

へ

前
掲
書

『五
十
年
史
』
に
は
上
海
移
転
後

の
美
華
書
館

の
場
所
に

つ
い
て

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
に
隣
接
す
る
小
さ
い
建
物
」
と

い
う

ムロ
　

記

述

が

あ

る
だ

け

で

あ

る
。

小

宮

山

前

掲

論

文

で

は
、

一
八

六

〇

年

か

ら

六

二

年

ま

で

の

二
年

間

の
場

所

に
関

し

て
、

『
上

海

掌

故

辞

典

』

等

に

「南

門

外

」

と

あ

り

、

川

田

久

長

氏

の
論

考

や

『
上

海

出

版

志

』

に

は

「虹

口

(
ホ

ン

キ

ュ
ウ

)
」

と

あ

る

こ
と

に

触

れ

な

が

ら

も

、

こ
れ

ら

の
記

述

の
根

拠

が

不

明

で

あ

る

こ
と

か

ら

断

定

を
避

け

、

一
八

六

〇

年

～

一
八

六

二

年

ま

で

の
場

所

は

「不

明

」

と

し

て

い

る
。

し

か

し

Q
r
Q

'

f
虹

口

説

」

を

裏

付

け

る

史

料

を

紹

介

す

る
。

f
u
b
ile
e
P
a
p
e
rs
of
th
e
C
e
n
tra
l
C
h
in
a
P
resby
ter
ia
n
M

iss
io
n
1
8
4
4
‐

1
8
9
4
,
C
o
m
p
r
is
in
g
H
isto
r
ica
l
sk
e
tch
es
of
th
e
m
issio
n
sta
tio
n
s
a
t

N
in
g
p
o
,
S
h
a
ng
h
a
i,
H
a
n
g
ch
o
w
,
S
oo
ch
o
w
a
n
d
N
a
n
k
ing
,
w
ith
a
S
k
etch

ハけ
　

of
th
e
P
resby
ter
ia
n
M

issio
n
P
ress
で
あ

る
。

こ
れ

は

タ

イ

ト

ル

の
通

り

、

一
八

四

四
年

か

ら

一
八

九

四
年

ま

で
、

五

十

年

間

の
寧

波

・
上

海

・
杭

州

・
蘇

州

・
南

京

で

の
長

老

会

の
活

動

と

印

刷

所

に

つ

い

て

の
記

録

で
あ

る
。

こ

こ

に

、

上

海

移

転

直

後

の
印

刷

所

は
虹

口

に
置

　お
　

か

れ

た

と

の
記

述

が

あ

っ
た

。

一
八

六

一
年

、

ウ

ィ

リ

ア

ム

・
ギ

ャ

ン
ブ

ル

が

ミ

ッ

シ

ョ

ン

・

プ

レ

ス

と

と

も

に
寧

波

か

ら
来

て
我

々

の

ミ

ッ
シ

ョ

ン
に

合

流

ム
　
　

し

た

。

印

刷

所

は
、

は

じ

め

一
時

的

に
虹

口

の
カ

ル

バ

ー

ト

ソ

東洋に おけるプロテス タン ト伝道 と印刷t83



図1「 老 上海 百業 指南:道 路機 構廠 商住 宅分 布 図」(部 分)

(『上海市行号路図録』 の復刻。上海社会科学院出版社、2004年 、36頁 、第13図)

ン

の
家

に
隣

接

す

る

い
く

つ
か

の
中

国

風

の
建

物

に
置

か

れ

た
。

カ

ル

バ

ー

ト

ソ

ン

(ζ

゜
。。
.
C
u
lb
e
rts
o
n
)

は

長

老

会

の
宣

教

師

で
、

一
八

五

〇

年

か

ら

上

海

で

翻

訳

委

Iii

会

(T
ra
n
sla
tin
g

ム
ロ

　

C
o
m
m
itt
ee)

6̀
仕
事
を
任
さ
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る
が
、
彼

の

家
が
虹
口
の
ど

こ
に
あ

っ
た
の
か
ま
で
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、

「虹

口
」
と
あ
る
こ
の
史
料

に
よ
り
、
上
海
移
転
直
後

の

印
刷
所
は
虹
口
に
置
か
れ
た
と
考
え
て
良

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。上

海
移
転
直
後

の
場
所
に
加
え
、
こ
の
史
料
に
は

一
八
六
二
年

ム
お
　

の
移

転

に

つ
い

て

も

記

述

が
あ

る
。

〔
上

海

県

城

の

〕

東

の

周

辺

部

、
小

東

門

か

ら

O
露
諺

M

e
rc
h
a
n
ts'
w
h
a
rf
6
`
北

端

ま

で
、

町

か

ら

川

ま

で

が

焼

け

た

。

カ

ル

バ

ー

ト

ソ

ン

の
家

は

売

ら

れ

、

焼

け

た

地

区

、

現

バ
の
　

在
フ
ラ
ン
ス
巡
捕
房
が
建

っ
て
い
る
場
所
を
含
む
、
川
岸
か

ら
水
路
沿

い
に
小
東
門
ま
で
広
が
る
土
地

の

一
区
画
を
購
入

し
た
。
川
に
面
し
て
向
か
い
側
に
カ

ル
バ
ー
ト
ソ
ン
の
家
が

建
て
ら
れ
、
水
路

の
北
側
に
沿

っ
て
街
の
方

へ
印
刷
所
の
建

物
、
西
の
端
に
チ
ャ
ペ
ル
、
そ
の
向

こ
う
側

の
空
間
は
監
督

者
の
た
め
の
場
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
建
物
は
計
画
的

に
建

て
ら
れ
、
印
刷
所
の
全
て
の
部
門
の
仕
事
に
す
ば
ら
し
く
適

合
し
た
。
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「小
東

門
か
ら
川
ま
で
焼
け

た
」
と

い
う
の
は
太
平
天
国
の
乱

に

よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

一
八
六

二
年

に
印
刷
所
が
小
東
門
外
に
移
転
し

た

こ
と
、

印
刷
所
が
フ
ラ

ン
ス
巡
捕
房
付
近

に
あ

っ
た
こ
と
な
ど

は
、
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
史
料
に
は
、
位
置
関

ム
ね
　

係

の
説
明
が
含
ま
れ
て
い
る
。
小
宮
山
前
掲
論
文
で
は
、
フ
ラ
ン
ス

巡
捕
房

の
あ

っ
た
場
所
は
そ
の
後
水
上
警
察
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、

ババ
　

『
上
海
市
行
号
路
図
録
』
の
地
図
を
用

い
て
、
「
こ
の
台
形
の
中
洲
状

の
土
地
に
水
上
警
察
分
局
と
建
物
名
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
大
型

の

二
棟

(中
略
)
が
あ
る
。
旧
美
華
書
館
の
建
物
は
こ
の
大
型
二
棟

の

う
ち
の
東
南
側
の
建
物
」
と
推
測
し
て
い
る

(図
1
)。

確
か

に
地
図
に
は
、
比
較
的

大
き
な
台
形

の
区
画
に
建
物

が
三

棟
、
小
路
を
挟
ん
で
南
に
小
さ
な
区
画
が
描
か
れ
て
い
る
。
小
路

は

水
路
を
埋

め
立
て
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
な
る
と

「水
路

の
北
側

に
沿

っ
て
街

の
方

へ
」
と
い
う
表
現

に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
図
に
描
か

れ
て
い
る
建
物
が
当
時
と
同
じ
で
あ
れ
ば
だ
が
、
東
南
の
建
物
は
カ

ル
バ
ー
ト
ソ
ン
の
家

で
、
そ

の
西
側

の
建
物
が
美
華
書
館
と

い
う
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
カ
ル
バ
ー
ト
ソ
ン
の
家
に
し
て
は
東
南

の
建
物

は
大
き
す
ぎ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
し
、
カ
ル
バ
ー
ト
ソ
ン
の
家
や

美
華
書
館

の
建
物
が
、
こ
の
地
図

の
作
成
時
に
は
す
で
に
建
て
替
え

ら
れ
て

い
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
さ
ら
に
古

い
地
図
を
確
認
す
る

必
要
が
あ

ろ
う
。

日

北
京
路
清
遠
里
口

次
に
、
小
東
門
外
か
ら
移
転
し
た
北
京
路

の
場
所
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。
移
転
の
年
で
あ
る

一
八
七
五
年
末

に
出
さ
れ
た
報
告
書
が

あ

る

。
眺
識
隷
ミ
亀
、
憲

ミ

§

、
ぎ

欝

、噛亀
繍
参

馬。
謎
ぎ

、・
亀
、
象
鞘
鵡
,

h
a
i,f
o
r
th
e
Y
ea
r
E
n
d
in
g
D
e
ce
m
b
e
r
3
1
,
1
°。
逡

(
以

下

『
年

報

一
八

七

五

』

と

す

る

)

と

い
う
史

料

で
あ

る
。

こ
れ

に

は

、

小

東

門

外

か

ら

ム
ふ
　

北
京
路
に
移
転
す
る
ま
で
の
い
き
さ
つ
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

一
八
七
二
年

の
春
、
印
刷
所
で
使
う
新

し
い
建
物
を
建
て
る
た

め
に
、
四
〇
二
〇
ド
ル
で
土
地
を
買

っ
た
。
事
情
が
変
わ
り
そ

の
計
画

は
実
行
で
き
な
く
な
り
、

一
八

七
五
年
六
月

一
日
、

C
h
in
ese
P
oly
tech
n
ic
S
ociety
に
六

一
二
二

.
四
ニ
ド
ル
で
売

却
し
た
。
チ
ャ
ペ
ル

・
住
居
も
含
め
小
東
門
で
印
刷
所
が
使
用

し
て
い
た
不
動
産
も
六
月
に
二
〇

二
六

〇
・五
五
ド

ル
で
売
却

し
た
が
、
ほ
ぼ
同
じ
頃
イ
ギ
リ
ス
租
界

の
地
所
を
印
刷
所
が
使

う
た
め
に

一
八
〇
三
九
・九
六
ド

ル
で
購

入
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
小
東
門
外

の
不
動
産
は

一
八
七
五
年
に
売
却
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
新
た
に
購
入
し
た
イ
ギ
リ

ス
租
界

へ
の

「移
転
は
九
月
」
で
、

「商
業
の
中
心
地
に
と

て
も
近
く
」
、
「気
持
ち

の
良

い
健
康
的
な
町
の

一
角
に
あ
る
」
こ
と

な
ど
も
記
さ
れ

て
い

る
。こ

の
時
の
移
転
先
が

「北
京
路
十
八
号
」

と
さ
れ
て
い
る
の
は
、

『
五
十
年
史
』
に

ロ
8
P
ek
in
g
R
oad

と
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
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図2「PlanoftheEnglishSettlementatShanghai」(上 海 英 租 界 図 、 部 分)1866年

(『老 上 海 地 図』 上 海 画報 出版 社 、2001年 、38頁)147と 書 き込 まれ た場 所 の

建物 の形 が 見取 り図 と同 じ。

る
。
し
か
し

『万
国
公
報
』
に
は

「北
京
路
清
遠
里
口
第
十

ム
ふ
　

五
号
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
小
宮
山
前
掲
論
文

で
も
断

ム
お
　

定

は

避

け

、

『
老

上

海

地

Q

』

6̀

「P
la
n
o
f
th
e
E
n
g
li
sh

S
e
ttlem
e
n
t
a
t
S
h
a
n
g
h
ais

(上

海

英

租

界

図

、

一
八

六

六

年

刊

)

(
図

2

)

を

使

い
、

地

図

上

に

15

、

18

と

い

う

数

字

が

書

か

れ

た

場

所

が

含

ま

れ

る

、

西

側

を

上

円

明

園

路

、

東

側

を

下

円

明

園

路

に
挟

ま

れ

た

一
帯

に
美

華

書

館

は
あ

っ
た

の

で

は
な

い

か

と

推

測

し

て

い

る
。

筆

者

は

『
万

国

公

報

』

以

外

に

も

、

美

華

書

館

関

係

者

で

あ

る

ホ

ル

ト

(≦

°。
°
H
o
lt)

が

一
八

七

八

年

七

月

二

日

付

で

上

海

か

ら

出

し

た

手

紙

の

レ

タ

ー

ヘ

ッ

ド

に

「
旨

　め
　

P
ek
in
g
R
o
ad

と
入

っ
て
い
る

こ
と
を
確
認

し
て
お
り
、

十
五
と
十
八

の
二
つ
の
番
地
が
確
認

で
き
る
理
由
は
わ
か
ら

な
い
が
、
印
刷
所
の
建
物
が
あ

っ
た
場
所
は
小
宮
山
氏
が
推

測
し
た
通
り
、
上
円
明
園
路
と
下
円
明
園
路
に
挟
ま
れ
た

一

帯

で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。

し
か
し
、
上
円
明
園
路
よ
り
西

に
美
華
書
館
が
書
き
込
ま

れ
て
い
る
地
図
が
存
在
し
た
。
樽
本

照
雄
氏
が

『初
期
商
務

ハれ
　

印
書
館
研
究

増
補
版
』

の
中
で
、

一
時
期
美
華
書
館

の
隣

で
営
業
し
て
い
た
商
務
印
書
館
の
場

所
を
示
す
た
め
に
、
美

華
書
館
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
地
図

「重
修
上
海
県
城
廟
租

界
地
理
全
図
」
(
一
八
九

三
年

)
を

紹
介

し
て

い
る
。
ま

た
、
こ
の
地
図
の
増
補
版
と
思
わ
れ

る
地
図

「新
増
重
修
上

t86



「新増 重 修上 海 県城廟 租 界地理 金 図」(部 分)1895年

(岐阜県図書館世界分布図セ ンター所蔵)

図3

海
県
城
廟
租
界
地
理
全
図
」

(
一
八
九
五
年
)
が
岐
阜
県
図

書
館
世
界
分
布
図
セ
ン
タ
ー
に
所
蔵

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
地

図
に
も
、
樽
本
氏
が
挙
げ
た
地
図
と
同
じ
場
所
に
美
華
書
館

の
建
物

が
記
入
さ
れ
て
い
る

(図
3
)。

こ
れ
ら
二
枚

の
地

図
に
示
さ
れ
る
美
華
書
館

の
位
置
は
、
『
万
国
公
報
』

に
書

か
れ
て
い
た

「清
遠
里
口
」
(
「口
」
は
路
地

の
入
り
口
)
に

当
た
る
。

加
え
て

『年
報

一
八
七
五
』
に
は
、
北
京
路

の
建
物
内
部

の
見
取
り
図
が
掲
載
さ
れ
て
お
り

(図
4
)、
建
物

に
つ
い

ム
　
い

て
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て

い
る
。

本
館
は
全
長
八
九
フ
ィ
ー
ト
、
奥
行
き
四
七
フ
ィ
ー
ト

で
三
階
建
て
。
建
物
の
右
側
は
後
方

へ
四
七
フ
ィ
ー
ト

の
ウ
イ
ン
グ
が
延
び
て
い
る
。
本
館

の
す
ぐ
後
ろ
は
、

幅

一
ニ
フ
ィ
ー
ト

の
通
路

で
隔

て
て
、
七
二

×
四
六

フ
ィ
ー
ト
の
二
階
建
て
の
建
物
が
あ
る
。
ビ
ル
は
十
二

年
前

に
商
人

の
家
と
し
て
建

て
ら
れ
た
も
の
で
、
美
華

書
館
が
使
う
に
当
た
っ
て
は
大
規
模
な
改
装
を
行

い
、

本
館

は
南
向

き
で
道
路
か
ら
八
〇

フ
ィ
ー
ト
後

ろ
に

建

っ
て
い
る
の
で
、
前
方
に
は
広

い
土
地
が
あ
る
。
右

側
は
広
く
舗
装
さ
れ
た
路
が
蘇
州
河
ま
で
延
び

て
お
り

一
五
〇
ヤ
ー
ド

重
い
も
の
は
そ
こ
で
陸
揚
げ

さ
れ
る
。

こ
の

『年
報

一
八
七
五
』
掲
載
の
見
取
り
図

(図
4
)
は

東洋 におけ るプロテスタン ト伝道 と印刷Ig7
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図4北 京 路 の 建 物 の 見 取 り 図(見 開 き 部 分 が 切 れ て 複 写 さ れ て い る)

(AnnualReportofthePresbyterianMissionPress,atShanghai,fortheYearEndingDecember

31,1875,Shanghai:AmericanPresbyterianMissionPress,1875,pp.10-11)

美
華
書
館

の
位
置
に
関
し
て
、
興
味
深

い
示

唆
を
与
え
て
く
れ
た
。
先

ほ
ど
紹
介
し
た
、

図
3

「新
増
重
修
上
海
県
城
席
租
界
地
理
全

図
」
等
で
美
華
書
館

と
書
か
れ

て
い
る
場
所

を
、
Q
N
「P
lan
o
f
th
e
E
ng
li
sh
S
ettlem
ent

at
S
h
ang
h
ai
で
確
認

す

る
と
、
東
西
を
江

西
路
と
河
南
路

に
挟

ま
れ
た
即
と
番
号
が
振

ら
れ
て
い
る
場
所
に
、
北
京
路
か
ら
後
退
し

た
場
所
に
建

っ
て
い
る
建
物
が
あ
る
。

こ
の

建
物
の
形
が
見
取
り
図

(図
4
)
に
描
か
れ

て
い
る
建
物

の
形
と

同
じ
よ
う
な
形
を
し
て

い
る
の
だ
。

「
メ
イ

ン
ビ
ル
は
南
向
き
で
道

路
か
ら
八
〇

フ
ィ
ー
ト
後
ろ
」
と
い
う
説
明

と
も

一
致
す
る
。
図

2
は

一
八
六
六
年
刊

で

あ
る
が
、
美
華
書
館

は

一
八
七
五
年
に

「十

二
年
前
に
商
人
の
家

と
し
て
建
て
ら
れ
た
」

建
物
に
移
転
し
た
の
で
、

一
八
六
六
年
刊

の

地
図
に
建
物
が
描

か
れ
て
い
て
も
不
思
議

で

は
な
い
。
美
華
書
館

は

「清
遠
里

口
」
に
あ

る
こ
の
建
物
に
移
転

し
た
の
で
は
な

い
か
。

ま
た
、
『
七
十
年
史
』
に
掲
載
さ
れ
て
い

rCa-T
京
路
Q
L
ow
rie
M
em
o
rial
C
h
u
rch
S

写
真

(図
5
)
に
は
、
教
会

の
右
側

に
ゲ
ー

Igg



SeptuagenaryofthePresbyterianル1i∬ionPre∬ 収 載 の 写 真 。 手 前 が

LowrieMemorialChurch、 奥 の 建 物 が 印 刷 所 。

図5

ト

、

そ

の
奥

に
小

さ

く

印

刷

所

の
建

物

が
写

っ
て
お

り

、

建

物

と

北

京

路

の
間

の

ス

ペ
ー

ス

に

は

そ

の

後

、

L
o
w
rie
M

e
m
o
ria
l
C
h
u
rc
h

が
建

設

さ

れ

た

よ

う

に

見

受

け

ら

れ

る
。

た

だ

そ

う

な

る
と

(
Q

N

)

「P
la
n
o
f
th
e
E
n
g
lish
S
e
tt
le
m
e
n
t
a
t

S
h
a
n
g
h
a
i

に

即

と
振

ら

れ

て

い

る
番

号

は

、

「1
5

P
e
k
in
g
R
o
a
d
」

と

い
う

住

居

表

示

に

用

い
ら

れ

る

番

地

と

は

別

の

番

号

な

の
か

、

「
1
5
P
e
k
in
g
R
o
a
d

と

ロ
8
P
e
k
in
g
R
o
ad

と

い
う

二

つ
の
番

地

が
存

在

す

る

の
は

な

ぜ

な

の

か

と

い
う

疑

問

が

残

る
。

し

か

し

、

美

華

書

館

の
あ

っ
た

北

京

路

の
建

物

は

、

上

円

明

園

路

と

下

円

明

園

路

に
挟

ま

れ

た

場

所

で

は

な

く

、

清

遠

里

口

に

あ

っ
た

と

考

え

て
良

い

の

で

は

な

い
だ

ろ

う

か
。

む
す
び
に
か
え
て

以
上
、
新
出
史
料
を
も
と
に
、
美
華
書
館

の
上
海
移
転
当
初

の
場

所
が
虹
口
で
あ
る
こ
と
、
北
京
路

の
建
物
は
清

遠
里
口
に
あ
っ
た
の

で
は
な

い
か
と
い
う

こ
と
を
述
べ
て
き
た
。

た
だ
し
未
見

の
地
図
や

史
料

に
よ
る
補
完

の
必
要
は
感

じ
て
お
り
、

今
回
は
取
り
上
げ
な

か

っ
た
北
四
川
路

の
所
在
地
も
地
図
で
確
認

し
て
い
き
た
い
。

最
後
に
つ
け
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
本
稿

で
は
、
印

刷
史
研
究

の
視
点
か
ら
宣
教
師

の
出
版
活
動

に
関
す
る
研
究
を
紹
介

し
た
た
め
、
キ
リ
ス
ト
教
史
研
究
者
の
業
績

に

つ
い
て
は
触
れ
て
い

な
い
。
こ
こ
で
そ
れ
ら
に

つ
い
て
詳
し
く
言

及
す
る
こ
と
は
難
し
い
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が
、
例
え
ば
宣
教
師
が
出
版
し
た
書
籍

に
つ
い
て
は
吉
田
寅
氏
に
よ

る
研
究
が
あ
り
、
都
田
恒
太
郎
氏

の
著
書
の
中

で
も
度
々
、
宣
教
師

の
出
版
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ヘ
ボ
ン
は

『和
英
語
林

集
成
』
印
刷

の
た
め
に
美
華
書
館
に
滞
在
し
て
お
り
、

ヘ
ボ

ン
の
書

簡
に
も
美
華
書
館
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。

一
見
、
印
刷
史
と
キ
リ

ス
ト
教
伝

道
史

は
関
係
が
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い

が
、
殊

に
近
代
に
お
い
て
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
双
方

の
研
究
成

果

の
進
捗

が
、
や
が
て
は
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
総
合
的
な
印
刷

・
出

版
文
化
史
研
究

へ
と
結
び

つ
く
は
ず

で
あ
る
。

注〈
1
>

印
刷

史

研
究

会
編

『本

と
活
字

の
歴
史

事
典

』
柏

書
房

、

二
〇

〇

〇

年
、

=

二
九

⊥

=
二
一
頁
。

〈
2

>

葉

再

生

「現

代

印
刷
出

版
技

術
的
伝

入

与

早
期
的

基
督

教
出

版

社

」

『
出

版

史

料

』

一
九

九

〇
年

第

一
期

、
上

海

書
店

、

一
九

九

〇

年

、
九

九

ー

一
一
〇

頁
。

〈
3
>

範

慕

韓

主

編

『
中

国
印

刷
近

代
史

初
稿

』

「第

三
章

近

代

印

刷
術

的

伝

入
与

発

展
」
印

刷

工
業
出

版
社

、

一
九
九

五
年

、
六

一

-

一
九

三
頁
。

〈
4
>

何

凱

立

著
、

陳

建

明

・
王

再

興

訳

『
基

督

教

在

華

出

版

事

業

(
一
九

一
ニ

ー

一
九

四
九

)』

四
川

大
学

出
版

社
、

二
〇

〇

四
年
。

著

者

に

よ

る
序

文

に
よ

る
と

、

こ
の
研
究

は
香

港
中

国
基

督
教

研
究

中

心

(C
h
in
e
se
C
h
u
rc
h
R
e
se
a
rc
h
C
en
tre
)
で

一
九

八

八
年

に
出

版

さ

れ

た

P
rotesta
n
t
M
issio
n
a
ry
P
u
b
lica
tio
n
s
in
M

od
ern
C
h
in
a
1
9
12
‐

1
94
9
:
A
S
tu
dy
of
T
h
eir
P
rog
ra
m
s
O
p
era
tion
s
a
n
d
T
ren
d
s
6
`
中
国

語

版

で
あ

る
と

い
う
。

何
氏

は
米
国

留
学

中
、

近
代

在
華
宣

教

師

の
出

版

事
業

を
研

究

テ

ー

マ
と
し

て
い
た

が
、
現

在

は

こ
の
研
究

か

ら

は

離

れ

て

い
る
と

の
こ
と

で
あ

る
。

〈
5
>

蘇

精

『
馬

礼
遜

与
中

文

印
刷

出
版

』
台

湾
学

生
書

局
、

二
〇

〇

〇

年
。

〈
6

>

鈴

木

広

光

「
中

国

プ

ロ
テ

ス
タ

ン
ト
活

版

印

刷

史

料

訳

稿

」

上

・
下

、

『
印

刷

史

研
究

』

第

二
号

一
-

一
八

頁
、

第

三
号

一
i

二

九

頁
。

〈
7
>

ウ

ィ
リ

ア
ム

・
ガ

ン
ブ

ル
と
表

記

さ
れ

る

こ
と
も
多

い
。

〈8
>

小
宮
山
博
史

「活
字
書
体
-

中
国
か
ら
の
導
入
と
改
刻
」

『
日
本
の
近
代
活
字

本
木
昌
造
と
そ
の
周
辺
』
N
P
O
法
人
近
代
印

刷
活
字
文
化
保
存
会
、
二
〇
〇
三
年
、
三
三
四
⊥
二
七

一
頁
。

〈9
>

後
藤
吉
郎

・
横
溝
健
志

「近
代
活
版
印
刷
を
我
が
国
に
紹
介
し

た
W

・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
氏
の
来
日
に
至
る
背
景
に
つ
い
て
の
調
査
研

究
」
『デ
ザ
イ
ン
学
研
究
』
第
四
九
号
、
二
〇
〇
二
年
、
二
八
四
-

二
八
五
頁
。

〈10
>

寧
波
で
の
名
称
は

『五
十
年
史
』
の
文
中
に
花
華
聖
経
書
房
と

表
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
出
版
し
た
書
籍

の
奥
付
が
華
花
聖
経
書

房
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
華
花
聖
経
書
房
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。

〈n
>

美
華
書
館
の
所
在
地
に
関
す
る
諸
説
を
紹
介

・
検
討
し
た
先
行

研
究
に
、
小
宮
山
博
史

「上
海
美
華
書
館

」
『ジ

・
ア
ザ
ー

阿

佐
ヶ
谷
美
術
専
門
学
校
研
究

・
教
育
情
報
誌
』
第
四
号
、
二
〇
〇
二

年
、
九
五
-
一
〇
三
頁
が
あ
る
。
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〈
12

>

小

東

門

と

い
う

の

は

、

上

海

県

城

(城

壁

に

囲

ま

れ

た

市

街

)

の
城

門

の

一
つ
。

美

華

書

館

の
編

纂

し

た
史

料

で

は

印

刷

所

の

場

所

　

L
ittle
E
a
st
G
a
te
と

表

記

し

て

い

る

が

、

実

際

に

美

華

書

館

が

あ

っ
た

と

思

わ

れ

る

の

は

、

小

東

門

を

出

て
少

し

直

進

し

た

(十

六

舗

と

呼

ば

れ

て

い
た

)

地

域

な

の

で

「小

東

門

外

」

ま

た

は

「小

東

門

外

十

六

舗

」

と

い

う

ほ

う

が

正

確

で

あ

る

。

〈
13

>

小

宮

山

前

掲

論

文

「
上

海

美

華

書

館

」

九

六

頁

。

〈
14

>

J
u
b
ilee

P
ap
ers

of

th
e

C
en
tra
l
C
h
in
a

P
resby
teria
n

M

issio
n

1
8
4
4
-
1
8
9
4
,
C
o
m
p
risin
g
H

istorica
l
S
k
etch
es
of

th
e
M

ission
S
ta
tion
s

a
t
N
in
gp
o,
S
h
a
n
g
h
a
i,
H
a
ng
ch
ow
,
S
o
och
o
w

a
n
d

N
a
n
k
ing
,
w
ith

a

S
k
etch

of

the
P
resby
teria
n
M

issio
n
P
ress,
S
h
an
g
h
ai:
P
resb
y
te
ria
n

M

issio
n
P
re
ss,

1
8
9
6
°

〈
15

>

Ib
id
.,
p
.
5
9
.
本

稿

で

の
史

料

の
引

用

は

す

べ

て

、

筆

者

に

よ

る

和

訳

で

あ

る

。

〈
16

>

『
五

〇

年

史

』

『
六

十

年

史

』

に

は

、

上

海

移

転

は

「
一
八

六

〇

年

十

二

月

」

と

あ

る

。

〈
17

>

P
re
sb
y
te
ria
n
M

issio
n
P
re
ss
[1
8
9
6
],
op
.
cit.,
p
p
.3
7
-
3
8
°

〈
18

>

ミ

ト

や
ひ
9

〈
19

>

原

文

で

は

F
re
n
ch

p
o
li
c
e
sta
tio
n
°

巡

捕

房

と

は

、

外

国

租

界

の
警

察

署

の

こ

と

で
あ

る

。

〈
20

>

小

宮

山

前

掲

論

文

「上

海

美

華

書

館

」

一
〇

〇

頁

。

〈
21

>

『
上

海

市

行

号

路

図

録

』

上

海

福

利

営

業

、

上

冊

一
九

四

七

年

、

下

冊

一
九

四

九

年

。

　
N

)

A
n
n
u
a
l
R
ep
ort
of
th
e
P
resby
teria
n
M

issio
n
P
ress,
a
t
S
h
a
n
g
h
a
i,

f
o
r
th
e
Y
ea
r
E
n
d
ing

D
ecem
b
er
3
1
,
1
8
7
5
,
S
h
a
n
g
h
a
i:
A
m
erica
n

P
re
sb
y
te
ria
n
M

issio
n
P
res
s,
1
8
7
5
°

〈
N

>

I
b
id
.,
p
.
6
°

〈
24

>

小

宮

山

前

掲

論

文

「上

海

美

華

書

館

」

九

七

頁

。

〈
25

>

『
老

上

海

地

図

』

上

海

画

報

出

版

社

、

二

〇

〇

一
年

、

三

八

頁

。

(
N

　

P
re
sb
y
te
ria
n

C
h
u
rch

in

th
e

U
.S
.A
.:
B
o
a
rd

o
f

F
o
re
ig
n

M

issio
n
s,

C
o
r
re
sp
o
n
d
e
n
c
e

a
n
d

R
e
p
o
r
ts
,

1
8
3
3
-
1
9
1
1
,

P
h
ilad
elp
h
ia
,P
resb
y
te
rian

H
isto
rica
l
S
o
c
ie
ty
.

〈
27

>

樽

本

照

雄

『
初

期

商

務

印

書

館

研

究

増

補

版

』

清

末

小

説

研

究

会

、

二

〇

〇

四

年

。

商

務

印

書

館

の
創

設

者

、

夏

瑞

芳

・
飽

威

恩

・
飽

威

昌

・
高

鳳

池

ら

は

長

老

教

会

が

運

営

し

て

い

た

学

校

、

清

心

書

院

で

学

ん

だ

り

美

華

書

館

に

勤

務

し

た

り

し

て

お

り

、

商

務

印

書

館

と

美

華

書

館

は

関

係

が

深

い
。

〈
28

>

甲

。
ω蔓

。「ぎ

言

・゚°・葺

国

。
°・°・
ロ
。。
還

"§

ミ

ら

S
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